
生産性向上に向けた人材育成

―ポリテクセンターの支援策について―
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独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構秋田支部
秋田職業能力開発促進センター

ポリテクセンター秋田



１ 生産性向上支援訓練の成り立ち

２ 生産性向上支援訓練の３大特徴

３ 生産性向上支援訓練の利用状況

４ お勧めの活用方法（事例を含めて）

５ 本日のまとめ
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本日の説明内容



1-１ 生産性向上が注目される背景
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◇国内における労働力人口の減少

少子高齢化に伴う労働力人口の減少
（働き方改革が進められている理由の一つ）時代の潮流

企業に与える
インパクト

人材不足問題はますます加速する
（採用活動を行っても人材確保が困難に）

限られた人材をいかに活用し、多くの利益を
生み出すのか考えることが重要
（生産性向上が今後の経済発展における鍵）

参考：令和5年版高齢社会白書－内閣府
人口推計（2023年（令和5年）10月1日現在）－総務省統計局

秋田県でも
・高齢化率→38.6％
・人口減少率→ △1.75％

非常に厳しい状況
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市場はモノ・サービスが飽和化・多様化
（消費者ニーズの多様化・個性化の結果）

時代の潮流

企業に与える
インパクト

グローバル化が進むビジネス環境では国際
的競争力を持つためにも、生産性の向上は
不可欠

政府は国際経済力の強化を図るため、生産
性向上に向けた取り組みを後押し
（産業を問わず、多くの企業が生産性向上を

より重要な経営課題と捉えている）

◇企業の競争力激化
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1-２ 生産性向上支援訓練の誕生

生産性向上支援訓練とは？
→労働生産性を向上させるために必要な知識・スキルを
習得するための職業訓練（セミナー）です！

2017年度(平成29年度)に

生産性向上支援訓練を新設

受講者様の満足度

97.6％



２ 生産性向上訓練の３大特徴

様々な課題に対応可能な訓練カリキュラム！

実績のある教育機関・コンサルタント会社
の講師が担当！

受講しやすい料金設定！
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◇様々な課題に対応可能な訓練カリキュラム

あらゆる産業分野の生産性向上に効果的な
モデルカリキュラムを用意（全131コース）

Ａ 生産・業務
プロセスの改善

Ｂ 横断的課題

Ｃ売上げ増加

Ｄ IT業務改善

バックオフィス

生産管理

品質保証・管理

流通・物流

組織マネジメント

生涯キャリア形成

プロモーション

営業・販売

マーケティング

企画・価格

倫理・セキュリティ

ネットワーク

データ活用

情報発信
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◇実績のある教育機関・コンサル会社の講師が担当

県内・外において、生産性向上支援訓練の
実績がある教育機関・コンサルタント会社
の講師が訓練を担当します！

【令和6年度 秋田県において実績のある１5訓練機関】
学校法人コア学園（秋田県） 株式会社しすてむ工房（秋田県）
有限会社ネオリブラ（秋田県）
学校法人産業能率大学 総合研究所（宮城県）
株式会社インソース東北支社(宮城県） 株式会社ＪＭＴＣ（宮城県）
株式会社日本マネジメント協会（宮城県）
株式会社日本能率協会コンサルティング（東京都）
株式会社ＭｘＥコンサルティング（神奈川県）
一般社団法人中部産業連盟（愛知県）
株式会社ペック協会（岐阜県） 株式会社パワートレイン（滋賀県）
株式会社テクノ経営総合研究所（大阪府）
合同会社瓦林総合研究室（兵庫県）
株式会社タナカサトル技術支援（鹿児島県）
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◇受講しやすい料金設定

・受講料は１人あたり3,300円～6,600円（税込）
・条件を満たせば人材開発支援助成金を利用可能

生産性向上支援訓練

訓練時間 受講料

6～11 時間 3,300 円

12～18 時間 5,500 円

19～30 時間 6,600 円

★一人当たりの受講料（税込）
コンサルタント会社が行うセミナーでは

時間：９：３０～１７：００（６時間程度）
参加費（１名）４万円程度が相場

国の人材育成戦略に基づき創設された「生産性向上支援訓練」は、
訓練の企画・実施に際して利用企業の負担軽減が図られています。
（※負担はほぼ１割程度）
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３ 生産性向上支援訓練の利用状況

コース数 受講者数
受講者
満足度

事業主
満足度

（秋田） ５９ｺｰｽ
（前年比＋４ｺｰｽ）

５３６人
（前年比 △５９人）

９７．６％ ９１．７％

（全国） ５，２０７ｺｰｽ
（前年比＋３３０ｺｰｽ）

６５，４８３人
（前年比＋４，８８１人）

９８．５％ ９２．５％

（令和５年度）
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◇業種別利用状況（令和５年度）

全 国

業 種 受講者（人） （％）

建設業 5,493 8.4%

製造業 35,648 54.4%

運輸業 1,103 1.7%

卸売・小売業 5,718 8.7%

サービス業 9,126 13.9%

その他 8,395 12.8%

全業種 65,483 100.0%
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業 種 受講者（人） （％）

建設業 50 9.3%

製造業 251 46.8%

運輸業 46 8.6%

卸売・小売業 64 11.9%

サービス業 94 17.5%

その他 31 5.8%

全業種 536 100.0%



４ お勧めの活用方法①

オープンコース
の利用が最適！

・少人数（１～２名）だけを受講させたい
・新しい技術や手法に関する情報を集めたい
・他業種の参加者と意見交換をさせたい

順位 コース名（全国集計） コース名（秋田県）

１位

２位

３位

４位

５位

101業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

100表計算ソフトを活用した業務改善

103効率よく分析するためのデータ集計

107表計算ソフトのマクロによる定型業務の
自動化

104ピボットテーブルを活用したデータ分析

068後輩指導力の向上と中堅・ベテラン従業員
の役割

114SNSを活用した情報発信

041業務効率向上のための時間管理

042成果を上げる業務改善

067チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員の
役割

令和５年度人気のオープンコース

12※ピンクで塗りつぶしのコース「IT業務改善」、水色で塗りつぶしのコース「横断的課題」



４ お勧めの活用方法②

オーダーコース
の利用が最適！

・自社の社員だけで研修を行いたい
・自社の課題に適したカリキュラムで受講したい
・実施日時や実施場所を自由に決めたい

順位 コース名（全国集計） コース名（秋田県）

令和５年度人気のオーダーコース

１位

２位

３位

４位

５位

６位

058現場社員のための組織行動力向上

061職場のリーダーに求められる統率力の
向上

043組織力強化のための管理

101業務に役立つ表計算ソフトの関数活用

048ものづくりの仕事のしくみと生産性向上

042成果を上げる業務改善

058現場社員のための組織行動力向上

107表計算ソフトのマクロによる定型業務の自
動化

004生産計画と工程管理

127物流現場のリーダー育成

112相手に伝わるプレゼン資料作成

067チーム力の強化と中堅・ベテラン従業員の
役割

13※ピンクで塗りつぶしのコース「IT業務改善」、水色で塗りつぶしのコース「横断的課題」、緑色で塗りつぶしのコース「生産・業務プロセスの改善」



５ 本日のまとめ
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生産性向上支援訓練は平成２９年度に新設され、令和６年度で
８年目をむかえました。

全国で多くの事業主様にご利用いただいておりますが、秋田県
においても同様の状況であります。

生産性向上に向けた人材育成を支援する本制度を、より多くの
県内事業主様にご利用いただきたいと考えております。

☆社員教育のあらゆる場面でご利用いただける訓練です。
ご利用に関するご相談をお待ちしております｡
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生産性センター業務課
小 山（こやま）

五十嵐（いからし）

増 子（ますこ）

電話番号 ☎ 018-873-8036

ＦＡＸ 📠 018-873-2531

お問い合わせ先


